
第２７回 青梅市公共交通協議会 

今年度の取り組みについて 

１．広報紙における公共交通利用促進記事（案）

２．観光におけるＭＭ 

３．事業所におけるＭＭ 

４．学校教育におけるＭＭ 

５．公共交通ガイドのあり方検討 

平成３０年８月６日 

資料３ 
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１．広報紙における公共交通利用促進記事（案） 

広報おうめの 9月 1日号に、以下の公共交通の利用促進記事を掲載する予定である。 

公共交通ガイドにも利用促進に関する啓発チラシを折り込む予定であったが、原稿内容の精

査の必要から、広報紙への記事掲載を先に行うこととした。 
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２．観光におけるＭＭ 

市内の主要観光地に対応して、公共交通を利用して行けるように、広報啓発チラシを作成し

情報提供を行う。 

 今年度は、高水山ハイキングマップを作成、配布し、市の HP にも掲載 

 今後は、市商工観光課など関係部署と連携しながら効果的な情報提供に取り組む 

３．事業所におけるＭＭ 

市内の事業所において、通勤交通を対象として、自動車利用から公共交通利用への転換を

促すための取り組みを検討する。 

 次年度の実施に向けて、市内の事業者を対象に、実施している取組やMMの可能性等

をヒアリングして、次年度以降の取組方針を検討する 

４．学校教育におけるＭＭ 

市内の小学校において、将来の公共交通ユーザーである小学生（高学年）を対象として、地

球環境や地域の公共交通について考える授業やイベントを行い、これらを通して公共交通の役

割や大切さについて学んでもらう。 

 次年度以降の実施に向けて、実施可能性について関係機関（教育委員会等）と調整を

図る 

５．公共交通ガイドのあり方検討 

公共交通ガイドを作成し、利用促進を図る。 

 作成に当たっては、発行してから一定の期間が経過し、利用者からの意見もある中で、ガ

イドの形式（紙面サイズ、文字の大きさ）等もあわせて見直しを図る。 

（利用者からの意見） 

・文字が小さいので見やすくしてほしい 

・土曜日の時刻表を掲載してほしい 
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【参考：冊子形式 「駒ケ根市公共交通ガイドブック」（駒ケ根市）】 

 利用促進ＭＭと合わせたガイドブック 

 文字も大きくわかりやすい紙面構成（A4 判 12 ページ） 

 通常の公共交通の利用情報に加えて、「公共交通の維持と利用促進に向けて」や「運転

免許自主返納のすすめ」等の記事も掲載 
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【参考：大判形式 草加市公共交通利用ガイド（草加市）」】 

 A1 サイズ両面を使用したバスマップ 

 時刻表は空港連絡バスのみ掲載 


